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子どもの不登校どうしてる？
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～オンライン座談会のご報告～
　１月22日（土）、オンライン座談会「子どもの不登校、
どうしてる？」を行いました。参加いただいた方々とゲス
トアドバイザー相馬契太さんのお話からいくつかピック
アップしてお伝えします。
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子どもが学校へ行きたくなくなる背景

　先生がこわい、ということから学
校に行けなくなってしまったのに、
先生には理解してもらえないばかり
か、「敏感なお子さん」など、子ど
もに問題があるかのようにいわれて
しまうことも。
　「社会不安の高まりや、政府や行
政からの学校や先生方への締め付け
がきびしくなると、不登校が増えま
す。教師を追い立てると生徒も追い
立てられる、そうすると不登校が増
える、ということです。周りのこと
が見える子ほど、辛くなってしまう
んですよね（相馬さん）」

子どもの気持ちと学校の認識

　不登校の調査において、学校が回
答したものと子どもが回答したも
のでは内容に開きがあるそうです。
2020 年 12 月の文科省の調査では、

「学校に行きづらいと感じたきっか
け」で小学生の回答で最も多かった
のは「先生のこと」（29.7%）、中
学生は「体の不調」（32.6%）の次
に「先生のこと」（27.5%）。学校
への調査では「教職員との関係をめ
ぐる問題」を選んだのは小学校で
4.4％、中学校で 2.3％と、子ども
と学校の認識に違いが見えます。

知っておいたほうがいいこと

　お子さんが不登校になったとき、
親御さんはどうしても「学校」と話
をしなくてはなりません。学校との
やりとりをどうしたらよいのか、と
いう話から相馬さんが教えてくれた
のが、「不登校児童生徒への支援の
在り方について※ 1」という文科省
から教育委員会などに向けた通知で
す。「文科省の方針としては『学校復
帰自体を目的にせず、学校はその子
の社会的自立につながるようなサポ
ートをしなさい』と定めて、内容は
教員研修でも伝えられています。だ
から、学校はここに書かれているこ
とをしなくちゃいけないわけです」

子どもの成長を待つ

　漂流教室では特にカリキュラムも
なく、子どもがしたいことにつきあっ
ている、と相馬さん。
 「本人にとってすごく嫌なことが
あって、その嫌なことに対して〈もう
一回信じてやってみよう〉〈それはた
またまだったのかも〉〈嫌な先生を無
視して他の人と会えればいいや〉とい
う割り切り方をするのは、子どもの成
長を待つところがどうしても大きいな
と思います。ただのおしゃべりかもし
れないけれど、接して話をする中で
自分の考えを整理できたり、違う考

え方する人がいるんだな、というこ
とがわかることがある。そして、自
分の気持ちを言葉で言い表せるよう
になってくると、だんだんだんだん
変わってきます」

名前をつけない

　最後に相馬さんからはこんなお話
がありました。「僕は、子どもや親御
さんと会ってて、自分にわからない
ものにはあまり名前をつけないよう
にしています、「悩み」だとか「困りご
と」だとか。自分のことだったら自分
が悩んでいるから「悩み」と言ってい
いと思うんですけども、子どもが言っ
たからといって悩んでいるかどうか、
困っているかどうかって、わからない
ですよね。こっちからそうみえたとし
ても本人がどう思っているかはわか
らない。どうしても、「困ってるんだ
ね」「悩んでいるんだね」とまとめた
くなってしまうけれど、他人の気持ち
には名前をつけずに、言ったことを
そのまま聞くようにしています」

　参加された親御さんからは「自分
が育てられている気がします」「子
どもがいるから経験できること。必
要だから生まれてきてくれたんだと
思う」というお話も聞かれました。
そして、「親は孤独」という言葉も
…話をすることは、誰にとっても大
事なこと。また、この座談会は開催
します。

相馬契太さんが学生時代の友人とともに 2002 年に立ち上げた「訪
問と居場所　漂流教室」での活動は大きく２つ。1 つは、「家から
なかなか出づらいなぁ」という子どものところに週に一度１時間
訪問する、もう１つは「学校にいきたくないな」、「（学校に限らず）
どこか行く場所欲しいな」という人が自由に来られる居場所の運
営です。また、相馬さんは漂流教室を運営する傍ら、NPO 法人 北
海道フリースクール等ネットワークの代表、2012 年からは札幌市
の中学校で相談支援パートナーを務めています。

「訪問と居場所　漂流教室」
open　火曜日 ~ 金曜日　9:00-18:00
札幌市中央区南 8 条西２丁目 5-74 
市民活動プラザ星園　401
電話　050-3544-6448　
メール　hyouryu@utopia.ocn.ne.jp

※ 1 文科省ウェブサイトトップ 〉 教育 〉 小学校、中学校、高等学校 〉 生徒指導等について 〉 不登校 〉 不登校児童生徒への支援について 〉 
　「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」令和元年 10 月 25 日
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昨
年
12
月
18
日
（
土
）、
10
回
目
と
な
っ

た
G
・
G
フ
ァ
ー
ム
と
北
海
道
ふ
る
さ
と
回

帰
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
餅
つ
き
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
一
昨

年
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
つ
い
た
の
し
餅
の
お
す

そ
わ
け
、
と
い
う
形
で
行
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
お
餅
を
つ
く
と
こ
ろ
か
ら
参
加
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
主
催
の
「
G•

G
フ
ァ
ー

ム
」
と
は
、
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
な
の
で
し
ょ

う
か
？ 

代
表
の
佐
藤
隆
さ
ん
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

「
メ
ン
バ
ー
は
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
が
2
0
1
0
年
ご
ろ
か
ら

行
っ
て
い
た
農
林
水
産
省
の
「
農
福
連
携

事
業
」
に
よ
る
講
座
に
参
加
し
て
い
た
気

の
合
う
仲
間
た
ち
で
す
。
講
座
で
は
、
３

年
間
ほ
ど
農
業
の
い
ろ
は
を
学
び
ま
し
た
。

『
G•

G
フ
ァ
ー
ム
』
の
名
前
の
由
来
は

『Grand Generation

（
※
50
代
以
上
の
シ

ニ
ア
世
代
の
総
称
）』
で
す
。
震
災
は
、
こ
の

講
座
の
受
講
期
間
に
起
き
ま
し
た
。
北
海
道

に
も
た
く
さ
ん
避
難
さ
れ
た
方
が
い
る
、
子

ど
も
も
多
い
と
知
り
、
み
ん
な
で
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
は
じ
め
た
の

が
、
自
分
達
が
育
て
た
畑
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ほ

り
に
招
待
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
と
、
都
市

部
で
は
な
か
な
か
参
加
す
る
機
会
の
な
い
餅

つ
き
大
会
を
し
よ
う
、と
い
う
こ
と
で
し
た
」

と
は
い
え
、
子
ど
も
の
頃
に
お
餅
を
つ
い

た
経
験
は
あ
っ
て
も
、
餅
米
を
ふ
か
す
と
こ

ろ
か
ら
は
未
経
験
…
そ
こ
で
、
2
0
1
2

年
12
月
に
初
め
て
開
催
す
る
と
き
、
栗
山
町

の
「
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会
」

か
ら
先
生
を
呼
び
、
道
具
を
借
り
、
餅
米
の

ふ
か
し
か
た
や
つ
き
方
を
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
年
々
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
G•

G
フ
ァ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
み
ん
な
が
餅
米
の
ふ
か
し
方
、
餅
つ
き

の
腕
を
あ
げ
て
い
き
、と
う
と
う
、臼
や
杵
、

ふ
か
し
釜
も
自
前
で
用
意
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

開
催
当
初
は
子
ど
も
の
参
加
も
多
く
、
会

場
と
な
っ
た
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
星
園
の
入
居

団
体
に
も
助
け
ら
れ
、
ク
イ
ズ
大
会
を
し
た

り
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
の
む
か
し
遊
び
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
10
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
、
毎
年

参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
か
ら「
そ
う
い
え
ば
、

何
年
か
前
ま
で
い
つ

も
来
て
い
た
子
ど
も

た
ち
は
元
気
に
し
て

る
か
な
ぁ
？
」
と
、

聞
か
れ
ま
し
た
。「
し

ば
ら
く
会
っ
て
な
い

で
す
。
も
う
、
高
校

生
く
ら
い
に
な
っ
て

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」「
そ
う
か
、
高
校

生
に
な
る
の
か
。
毎
年
会
っ
て
た
か
ら
ど
う

し
て
る
か
な
ぁ
、
と
思
っ
て
ね
」「
餅
つ
き

も
10
回
目
で
す
も
ん
ね
」

一
方
、
G•

G
フ
ァ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の

平
均
年
齢
は
70
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
、「
腰
が
痛
い
…
」
と
い
う
声
が
聴
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、「
つ
き
て
」
確
保
の
重

要
度
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
今

年
は
心
強
い
メ
ン
バ
ー
が
登
場
！　
野
球
で

鍛
え
た
フ
ォ
ー
ム
で
た
く
ま
し
く
お
餅
を
つ

い
て
く
れ
ま
し
た
。
杵
を
握
る
手
に
力
強
さ

を
感
じ
ま
す
。
み
ん
な
笑
顔
で
「
こ
れ
は
来

年
も
来
て
も
ら
わ
な
い
と
！
」

今
年
も
同
じ
時

期
、
同
じ
場
所
で

「
G•

G
フ
ァ
ー
ム

の
お
も
ち
つ
き
」

は
開
催
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

「もちつきのない12月なんて…」 

「やっぱり、もち米ふかして、みんなで

つかなくちゃ！」 

「やっぱり、お正月のおもちは臼と杵

でついたおもちじゃなくちゃ！」 

だから、今年もつきます！

2014 年開催のようす。
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北
海
道
の
災
害
と
文
学
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
順
延
し
、
短
期
間
の
開
催
と
な
っ
た
「
天
災
地
変
人
禍
に
抗
し
て
―
北
海
道
の
災
害
と
文
学
」。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
描
か
れ
た
文
学
に
ふ
れ
、
そ
の
伝
え
る
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
展
覧
会
の
企
画
を
さ
れ
た
、

苫
名
直
子
さ
ん
（
北
海
道
立
文
学
館
学
芸
課
長
）
に
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「天
災
地
変
人
禍
に
抗
し
て
─

                  

北
海
道
の
災
害
と
文
学
」
展
（
北
海
道
立
文
学
館
）
を
と
お
し
て

　
文
学
作
品
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
災
害
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
ず
い
ぶ
ん
と

多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
北
海
道
立
文
学
館
で
は
、２
０
２
１
年
７
月
13
日
～
８
月
22
日
、

「
天
災
地
変
人
禍
に
抗
し
て
―
北
海
道
の
災
害
と
文
学
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

担
当
者
の
1
人
と
し
て
ふ
れ
る
機
会
の
あ
っ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
、
災
害
と
文
学
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

噴
火
・
泥
流

　
火
山
王
国
で
あ
る
北
海
道
は
常
に
噴
火
被

害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
末

の
１
９
２
６
年
５
月
24
日
、
十
勝
岳
が
大
爆

発
し
ま
す
。
熱
い
な
だ
れ
が
積
雪
を
融
か
し

て
大
規
模
な
泥
流
と
な
り
ま
し
た
。
死
者
・

行
方
不
明
１
４
４
人
。
山
林
耕
地
な
ど
に
も

大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
作
品

が
三
浦
綾
子
『
泥
流
地
帯
』
（
１
９
７
７
年
）

で
す
。

　
「
瞬
時
に
泥
流
は
二
丈
三
丈
と
せ
り
上
っ
て

山
合
を
埋
め
尽
く
す
。
家
が
流
れ
る
。
馬
が

流
れ
る
。
鶏
が
流
れ
る
。
人
が
浮
き
沈
む
。

『
ば
っ
ち
ゃ
ー
ん
！　

じ
っ
ち
ゃ
ー
ん
！　

良

子
ー
っ
！
』

　

二
人
の
声
が
凄
ま
じ
い
轟
音
に
か
き
消
さ
れ

る
。」

　
正
直
で
働
き
者
の
主
人
公
は
こ
の
泥
流
を

は
じ
め
、
次
々
と
苦
難
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

「
苦
難
を
人
は
ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
か
」

―
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
三
浦
綾
子
は
、
こ
の
大

き
な
テ
ー
マ
を
旧
約
聖
書
の
ヨ
ブ
記
を
下
敷

き
と
し
な
が
ら
、
小
説
の
中
で
追
求
し
て
い

き
ま
す
。

　
ほ
か
に
有
珠
山
・
昭
和
新
山
の
噴
火
活
動

を
め
ぐ
っ
て
も
、
決
死
の
覚
悟
で
火
山
の
活

動
を
記
録
し
続
け
た
三
松
正
夫
を
主
人
公
の

モ
デ
ル
と
し
た
新
田
次
郎
の
『
昭
和
新
山
』

（
１
９
７
１
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

洞
爺
丸
台
風
と
岩
内
大
火

　
１
９
５
４
年
９
月
26
日
夜
半
、
台
風
15
号

が
北
海
道
南
端
付
近
に
達
し
、
青
函
連
絡
船

洞
爺
丸
が
函
館
港
内
で
転
覆
。
１
１
５
５
人

が
死
亡
。
貨
物
船
の
４
隻
も
函
館
港
付
近
で

転
覆
、
沈
没
し
、
乗
組
員
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
同
時
に
こ
の
台
風
は
、
積
丹
半
島
基
部

に
あ
る
岩
内
町
の
八
割
を
焼
き
尽
く
す
大
火

事
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災

害
は
、
文
学
者
た
ち
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
ま

し
た
。

　
水
上
勉
は
両
方
の
災
害
を
結
び
付
け
た
社

会
派
推
理
小
説
『
飢
餓
海
峡
』（
１
９
６
３

年
）
を
書
き
、三
浦
綾
子
は
有
名
な
『
氷
点
』

（
１
９
６
５
年
）
に
お
い
て
、
沈
む
船
の
中
で

乗
客
を
和
ま
せ
、
最
後
は
自
ら
の
救
命
具
を

他
人
に
譲
っ
て
命
尽
き
た
宣
教
師
の
こ
と

（
実
話
）
を
書
き
入
れ
ま
し
た
。

　
熊
谷
達
也
『
海
峡
の
鎮レ
ク
イ
エ
ム

魂
歌
』（
２
０
１
３

年
＊
当
初
の
タ
イ
ト
ル
は
『
烈
風
の
レ
ク
イ
エ
ム
』）

で
は
、主
人
公
は
１
９
３
４
年
の
函
館
大
火
、

そ
し
て
第
二
次
大
戦
中
の
函
館
空
襲
、
そ
し

て
こ
の
洞
爺
丸
転
覆
の
３
つ
の
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
す
。

三
毛
別
羆
事
件

　
恐
ろ
し
い
熊
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　
１
９
１
５
年
12
月
９
日
、
苫
前
村
三
毛
別

（
現
・
苫
前
町
三
渓
）
に
巨
大
な
ヒ
グ
マ
が
出

現
。
開
拓
民
の
家
を
襲
い
、
臨
月
の
女
性
、

三浦綾子 著『泥流地帯』
（新潮文庫刊）

新田次郎 著 『昭和新山』
（文春文庫刊）

熊谷達也 著『海峡の鎮
レ ク イ エ ム

魂歌』
（新潮文庫刊）

水上勉 著『飢餓海峡』
（新潮文庫刊）
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子
ど
も
ら
を
喰
い
殺
し
ま
す
。
７
人
死
亡
、

３
人
が
重
傷
を
負
う
と
い
う
、
ヒ
グ
マ
に
よ

る
獣
害
史
上
最
悪
の
事
件
で
す
。

　
こ
の
事
件
を
扱
っ
た
小
説
の
筆
頭
に
挙
げ

ら
れ
る
の
が
吉
村
昭
『
羆
嵐
』（
１
９
７
７
年
）

で
し
ょ
う
。

　
「
大
き
な
鞴ふ
い
ご
が
荒
々
し
く
作
動
し
て
い
る

よ
う
な
音
が
き
こ
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
巨

大
な
生
物
の
呼
吸
音
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。

か
れ
ら
の
間
か
ら
叫
び
声
が
起
り
、
か
れ
ら

は
思
い
思
い
の
方
向
に
走
っ
た
。
或
る
者
は

板
壁
に
突
き
当
っ
て
顛
倒
し
、
他
の
者
は
土

間
に
接
し
た
馬
舎
に
走
り
こ
ん
だ
。
馬
が
嘶

き
、
農
具
が
倒
れ
た
。
腰
が
萎
え
て
土
間
を

這
う
者
も
い
た
」

　
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
迫
真
の
描
写
で
、
ヒ
グ

マ
襲
来
の
恐
ろ
し
さ
が
実
感
さ
れ
ま
す
。

　
自
然
災
害
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
、
人
々
の
苦
難
の
原
因
は
自
然
災
害
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
間
同
士
の
憎
し
み
、

争
い
、
差
別
な
ど
に
よ
る
悲
惨
事
が
い
か
に

多
い
か
を
、
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
人
間
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

る
だ
け
に
、
よ
り
一
層
強
い
衝
撃
を
も
っ

て
迫
っ
て
き
ま
す
。
展
覧
会
で
は
こ
の
い
わ

ゆ
る
人
禍
に
も
注
目
し
、
囚
人
労
働
を
テ
ー

マ
と
し
た
吉
村
昭
『
赤
い
人
』（
１
９
７
７
年
）

や
タ
コ
部
屋
労
働
を
描
い
た
小
林
多
喜
二

『
蟹
工
船
』（
１
９
２
９
年
）、
ま
た
戦
災
に
関

連
し
た
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

船
山
馨
『
石
狩
平
野
』
正
・
続

（
１
９
６
７
、６
８
年
）
で
は
、
主
人
公
の
鶴

代
は
１
８
８
１
年
の
小
樽
大
火
、
１
８
８
０

年
代
の
蝗こ
う
が
い害
、
１
８
９
２
年
の
札
幌
大
火
を

経
験
。
１
８
９
８
年
の
石
狩
川
氾
濫
で
は
愛

す
る
人
を
失
い
、
関
東
大
震
災
で
は
愛
娘

を
、
第
二
次
大
戦
で
は
東
京
大
空
襲
で
孫
ま

で
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
さ
に
明
治
、
大

正
、
昭
和
の
災
害
史
の
中
を
生
き
て
き
た
の

で
す
。

災
害
を
扱
っ
た
文
学
は
、
私
た
ち
に
一
体

何
を
訴
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
被

災
の
シ
ー
ン
の
表
現
に
注
目
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
作
家
た
ち
の
綿
密
な
取
材
と
筆

力
に
よ
る
迫
真
の
描
写
は
、
単
に
「
〇
名
が

被
災
し
ま
し
た
、
被
災
家
屋
は
〇
棟
で
、
被

害
総
額
は
〇
円
で
し
た
」
の
報
告
で
は
決
し

て
伝
わ
っ
て
こ
な
い
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
執
筆
の
テ
ー
マ
は
、
災
害
そ
の

も
の
を
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
々
が
何
を
考

え
、
ど
う
行
動
し
、
ど
う
生
き
る
か
を
書
く

こ
と
で
す
。
そ
こ
に
、
作
家
た
ち
が
私
た
ち

に
託
し
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。『
泥
流
地
帯
』
で
の
粘
り

強
い
労
働
の
末
に
再
び
稲
が
実
り
、『
海
峡

の
鎮
魂
歌
』
の
主
人
公
が
大
火
で
生
き
別
れ

と
な
っ
た
娘
と
思
い
が
け
な
い
再
会
を
果
た

し
、『
石
狩
平
野
』
で
鶴
代
が
あ
ら
ゆ
る
苦

難
の
末
に
曾
孫
の
手
を
と
っ
て
再
び
歩
き
始

め
る
…
…
。
も
ち
ろ
ん
小
説
な
の
で
創
作
が

入
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
部
分
に
作
家
の

祈
る
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
や
物
質
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
は
違

い
、
心
に
働
き
か
け
る
の
が
文
学
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

（
公
益
財
団
法
人
北
海
道
文
学
館　
苫
名
直
子
）

【北海道立文学館】　

札幌市中島公園にある文学館。運営は「公益財団法人 北海道文学館」が行い、北海道関係の
諸文学資料や関係諸物件を広く収集・保存し、研究と展示・閲覧に積極的な役割を果たすと同
時に、各種の文学行事を催しています。「北海道文学館」は、1967（昭和 42）年、当初は任
意団体として設立され、札幌市の時計台、その後は札幌市資料館に事務局をおき、展示や企画
展等を開催していましたが、1995（平成７）年の「北海道立文学館」開館以来、同館の指定
管理者として運営にあたり、北海道の文学センターとしての活動を続けています。
施設内には、特別展、常設展を行う展示室と、北海道に関連した図書や文芸雑誌、同人誌など
を揃えた閲覧室などがあり、収蔵資料はウェブサイトから検索することが
できます。
〒 064-0931　札幌市中央区中島公園 1 番 4 号　
　　　　　　　電話：011-511-7655　Fax：011-511-3266　

【開館時間】 9：30 ～ 17：00（展示室入場は 16：30 まで）
【休館日】月曜日（ただし、月曜日が祝日等の場合は開館）／年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

吉村昭 著『羆嵐』
（新潮文庫刊）

吉村昭 著『赤い人』
（講談社文庫刊）

船山馨 著『石狩平野』（上・下）
（河出書房新社刊）
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寄　稿 １ページ の た よ り  
こ
れ
か
ら
の
こ
と

２
０
１
１
年
６
月
に
札
幌
に
来
て
気

付
け
ば
10
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
今
回
ご
縁

が
あ
り
、
手
記
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
得
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
。
私
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
福
島
と

そ
の
他
の
地
域
か
ら
来
て
い
る
方
が
多
い

環
境
に
お
り
、
こ
の
期
間
で
地
元
に
戻
っ

た
方
、
家
を
建
て
た
方
、
家
族
構
成
が
変

わ
っ
た
方
、
ま
だ
悩
ん
で
い
る
方
、
前
に

進
ん
で
い
る
方
、
福
島
に
帰
ら
れ
た
方
、

色
々
な
方
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

か
く
い
う
私
は
２
度
の
転
職
と
出
産
を

経
て
、
未
だ
に
福
島
へ
の
帰
郷
を
考
え
て

い
る
「
避
難
者
」
の
立
ち
位
置
か
ら
動
け

ず
に
お
り
ま
す
。
最
近
は
新
し
い
方
と
出

会
う
度
、
避
難
し
た
経
緯
と
出
身
地
を
説

明
す
る
と
、「
も
う
道
民
だ
ね
！
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　
確
か
に
、
冬
の
運
転
に
も
短
い
夏
に
も

身
体
が
な
じ
み
、
い
っ
せ
い
に
咲
き
誇
る

春
の
花
の
多
さ
に
も
驚
か
な
く
な
り
、
子

供
た
ち
は
「
○
○
し
た
さ
～
」
と
話
す
こ

と
が
普
通
と
な
り
、
応
援
す
る
球
団
は

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
一
本
、
回
転
寿
司
に
は
い

も
も
ち
が
あ
っ
て
当
た
り
前
、
生
ビ
ー
ル

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
夏
は
テ
ン
ト
を
持
っ
て

海
、
正
月
は
口
取
り
を
楽
し
み
、
鰊
の
お

刺
身
、
カ
ジ
カ
や
ご
っ
こ
汁
、
飯
寿
司
の

お
い
し
さ
に
も
気
付
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
反
面
、
緋
の
衣
と
い
う
り
ん
ご

と
出
会
い
喜
び
、
福
島
と
い
う
地
を
踏
ん

で
遠
い
福
島
を
想
い
、
余
市
で
桃
が
食
べ

ら
れ
る
と
聞
け
ば
車
を
飛
ば
し
、
渋
柿
を

取
り
寄
せ
て
は
干
し
柿
を
作
り
、
年
末
に

は
い
か
に
ん
じ
ん
を
仕
込
み
、
か
つ
お
は

ニ
ン
ニ
ク
醤
油
で
食
べ
、
味
噌
ラ
ー
メ
ン

に
は
酢
を
入
れ
て
愉
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
日
々
を
送
る
中
、
避
難
し
た
経

緯
と
出
身
地
を
伝
え
る
こ
と
を
す
る
度
、

こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
、

福
島
に
い
つ
帰
ろ
う
と
、
ま
だ
心
は
避
難

者
の
ま
ま
だ
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
て

い
ま
し
た
。
あ
の
時
、
小
さ
な
息
子
だ
け

を
連
れ
、
親
族
を
置
き
去
り
に
し
、
着
の

身
着
の
ま
ま
福
島
を
出
て
き
た
私
は
ず
っ

と
そ
の
ま
ま
気
持
ち
だ
け
置
き
去
り
に
し

て
き
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
ど
も
を

守
る
こ
と
や
自
分
が
後
悔
し
な
い
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
必
死
に
考
え
決
断
し
て
き

た
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
ず
っ
と
誰
か

を
悲
し
ま
せ
傷
つ
け
て
い
た
こ
と
も
知
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
２
年
ぶ
り
に
、
初
め
て
陸
路
を

使
っ
て
帰
省
し
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
故

郷
の
遠
さ
、
故
郷
へ
の
想
い
に
気
付
き
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
父
は
年
を
と
っ

て
い
て
、
過
ぎ
去
っ
た
年
月
の
長
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
30
年
ぶ
り
に
幼
稚

園
の
恩
師
に
会
う
こ
と
が
で
き
、
北
海
道

に
行
っ
た
こ
と
は
正
解
だ
っ
た
ね
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
が
こ

の
選
択
を
し
た
こ
と
を
少
な
か
ら
ず
後
悔

し
て
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

後
悔
は
あ
り
ま
す
。
で
も
こ
れ
で
よ
か
っ

た
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
間
違
い
な
く
言
え

る
こ
と
は
、
ど
の
状
況
に
お
い
て
も
人
に

支
え
て
も
ら
い
、
人
が
い
た
か
ら
息
を
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
こ
の
地

に
い
て
も
大
切
に
思
え
る
人
が
い
ま
す
。

会
え
な
く
て
も
、
人
を
想
っ
て
喜
ん
だ
り

苦
し
ん
だ
り
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
だ
け
で

も
十
分
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
今

回
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な

い
日
々
で
す
が
、
人
を
想
っ
て
行
動
し
自

分
の
幸
せ
も
見
つ
め
直
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
、
皆
様
に
と
っ

て
幸
せ
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。（

ペ
ン
ネ
ー
ム  

B
B
兄
弟
）

新たな気持ちで再スタート！

大切な人に会うって、やはりほっとします。感謝！

福
島
の
み
ん
な
は

ど
う
し
て
い
る

か
し
ら
…
。

や
っ
ぱ
り

心
は
故
郷
に

帰
り
た
い
…

ホ
ラ
、
そ
ん
な
顔

し
な
い
で
！

北
海
道
に
は

い
も
も
ち
が
あ
る
よ

ほ
～
。
そ
り
ゃ
あ

珍
し
い
ね
え
。

エ
ビ

イ
カ

ツ
ブ

あ・

・

・
の
日
か
ら
た
っ
た
３
カ
月
で

福
島
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
北
海

道
に
避
難
し
て
き
た
け
ど
…

ず
っ
と
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
を
か

か
え
た
ま
ま
、
は
や
10
年
。

初
め
は
文
化
の
違
い
な
ん
か
を

存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
け
ど
。

２
年
ぶ
り
の
故
郷
で
、
恩
師
と

再
会
（
な
ん
と
30
年
ぶ
り
！
）

わ
た
し
は
ね
、
避
難
は

正
解
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
る
か
ら
ね
！

そ
の
一
言
で
全
て

の
も・

・

・

・

や
も
や
が
消

え
た
気
が
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
じ
い
じ
と

息
子
は
…



［三陸ジオパーク 平井賀］（岩手県田野畑村）
岩手県宮古市から田野畑村の海岸沿いは「宮古層群」
という前期白亜紀後半（約１億１千年前）の浅海成層
が点在しており、その頃に起きた津波の堆積物とされ
る地層も見つかっています。平井賀に見られる層は「宮
古層群」のひとつ。平井賀漁港（写真上）の北側に化
石を含む地層があり、サンゴ、二枚貝、腕足類などの
化石を間近に見ることができます。（写真下）多種多
様な海生生物の繁栄と、太古から繰り返される津波の
歴史に触れられる場所です。

      

［三陸ジオパーク 碁石海岸］（岩手県大船渡市）　
写真は碁石海岸の「雷岩」と「乱

ラ ン ボ ウ ヤ

曝谷」。
「残したい日本の音風景百選」にも選定されて
いる「雷岩」の名は、岩の洞穴に打ちつける
波が空気を圧縮して「ドドーン」と雷鳴のよ
うな音を発することに由来します。

「乱
ラ ン ボ ウ ヤ

曝谷」は、陸と雷岩が向かい合わせで切り
立つ、数十メートルの断崖絶壁です。

表紙写真／三陸ジオパーク

わからないことがありましたら、お気軽に北海道NPOサポートセンターにお問い合わせください！

ここから これから からから相談 相談先のない相談　

─“ 終わったこと” と捉えられることが、 怖いしさみしい
　東日本大震災に限らず、各地でこれまで起きてきた災害、さまざまな事故のあと
に聞こえるのは「風化」という言葉です。
　発災当時を知る人であれば起こったことを決して忘れてはいない、でも、その後
どうなったか、今がどうなのか、という情報は年を追うごとに目に留まりにくくなり
ます。
　一人ひとりの中にある思い、それぞれの暮らしや人生における震災の影響、今も
津波被災地で続いている復興工事や原発事故の処理…終わることなくつづいてい
るのに「終わったこと」と捉えられていたり、過去のことにされてしまうのは怖く、
さみしい。そんな思いに向き合った、橘智子さんから寄稿いただきました。

「福寿草の咲く頃は」
YouTube でご覧いた
だけます
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私
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
は
、
東
北
、
宮

城
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
自
然
い
っ
ぱ
い
の
小

さ
な
町
で
す
。
そ
の
ふ
る
さ
と
が
、
11
年
前
に
起

き
た
原
発
事
故
の
た
め
に
汚
染
さ
れ
た
こ
と
は
、

今
で
も
信
じ
が
た
く
悲
し
い
現
実
で
す
。

  

震
災
当
時
、
仙
台
市
に
住
ん
で
い
て
被
災
し
た

私
は
、
翌
年
札
幌
市
へ
の
避
難
移
住
を
決
意
し
、

周
囲
の
反
対
や
心
配
を
押
し
切
っ
て
フ
ェ
リ
ー
の

予
約
を
し
た
の
で
し
た
。

  

札
幌
で
の
新
生
活
の
始
ま
り
と
人
間
関
係
の
ゼ

ロ
か
ら
の
構
築
、離
婚
や
数
度
の
転
職
、引
越
し
、

再
婚
な
ど
を
経
験
し
、
慌
た
だ
し
い
生
活
の
な
か

で
、
気
が
付
い
た
ら
10
年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

  
今
も
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
で
す
が
、
こ
こ
2
、

3
年
で
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
自
分
で
作
詞

作
曲
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
ギ
タ
ー
を
弾
き

な
が
ら
人
前
で
歌
い
始
め
た
こ
と
で
す
。
も
と
も

と
音
楽
は
大
好
き
で
、
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
く
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
自
分
で
歌
詞
や
メ
ロ
デ
ィ
を
作
っ

て
曲
に
で
き
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

当
然
な
が
ら
自
分
で
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
私

の
心
の
中
に
眠
ら
せ
て
い
た
気
持
ち
や
考
え
、
思

い
出
、
願
い
が
歌
詞
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。

　
初
め
て
の
曲
『
福
寿
草
の
咲
く
頃
は
』
が
で
き

た
と
き
は
、「
こ
れ
を
歌
い
な
が
ら
、
あ
の
震
災

の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
伝
え
て
い
き

た
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
原
発
事
故
に
対
す
る

怒
り
や
悔
し
さ
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
東
京

の
人
た
ち
が
使
う
電
気
の
た
め
に
、
私
た
ち
東
北

人
は
じ
め
、
北
関
東
や
瓦
礫
の
焼
却
に
関
わ
っ
た

他
県
も
巻
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
だ
け
ど
も
、
札
幌
で
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が

ら
私
の
胸
の
内
か
ら
出
て
く
る
歌
詞
は
、
誰
か
を

の
の
し
っ
た
り
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
よ
う
な
言

葉
は
な
く
、
た
だ
た
だ
自
分
を
生
み
育
て
て
く
れ

た
ふ
る
さ
と
へ
の
懐
か
し
さ
、
あ
の
自
然
あ
ふ
れ

る
空
の
下
で
、
小
さ
な
両
手
を
力
い
っ
ぱ
い
広

げ
、
駆
け
回
る
、
私
自
身
の
曲
で
し
た
。

　
思
い
が
け
ず
自
作
の
音
楽
を
通
じ
て
、
過
去
の

自
分
や
震
災
後
も
頑
張
っ
て
生
き
て
き
た
自
分
へ

の
労
い
と
、
抱
え
た
悲
し
み
を
少
し
は
浄
化
で
き

た
気
も
し
ま
し
た
。

　
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
、
自
分
の
思
い
や

経
験
を
、
何
か
の
形
（
絵
や
文
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作

品
で
の
表
現
な
ど
）
に
残
せ
た
ら
、
そ
れ
が
何
か

の
き
っ
か
け
で
後
世
に
伝
え
て
い
く
ツ
ー
ル
に
な

っ
た
り
、
風
化
を
食
い
止
め
る
機
会
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
何
よ
り
ま
ず
、
自
分
の
気
持
ち
を
整
理
し
た
り

「
あ
あ
、
自
分
は
頑
張
っ
て
き
た
よ
ね
」
─
─
そ

う
感
じ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。



 

全国避難者情報システム「ふるさとネット」の
登録について
「からから便り」は「ふるさとネット」の登録情報をもとに発送して
います。「ふるさとネット」は北海道が運用する被災避難者サポー
ト登録制度です。この制度は自治体の転出入届とは連動しておら
ず、転居の場合は住所変更のご連絡をいただかなければ、郵送物
が「所在不明」として返送されてしまいます。転居、登録解除など、
「ふるさとネット」の登録内容に変更がある場合はご連絡ください。
────────────────────────
■連絡先	
① NPO法人	北海道NPOサポートセンター
②北海道総合政策部地域創生局地域政策課
　		電			話：011-206-6404
　		メール：shienhonbu@pref.hokkaido.lg.jp
③避難先市町村の担当窓口（市町村により部署が異なります）

北海道における被災避難者の受入状況　
［2022年 2月8日現在］

※北海道のホームページでもご覧になることができます。

　今回は「１ページの便り」「からから相談」で二人の方に寄稿いた
だきました。どちらの文章も故郷への思いについて書かれています。
多くの方に読んで頂けたらと思います。
　また、「避難先で経験したことを知ってもらうアンケート」にお答え
いただいた皆さん、有難うございました。皆さんの経験を今後の災害
に活かしてもらえるように行政にも共有をしていきます。
　コロナ感染症の再拡大と大雪と、大変な状況が続いています。ど
んなことでも構いませんので、不安なこと・気になることなどありま
したら北海道NPOサポートセンターまでご相談ください。	（定森）

からから便りVol.4				■ 2022 年 2月20日発行
発行：NPO法人		北海道 NPOサポートセンター	
〒064-0808 札幌市中央区南 8条西２丁目5-74 市民活動プラザ星園 201
	電			話：011-200-0973　FAX：011-200-0974　メール：info@hnposc.net
委託元：北海道
※東日本大震災により北海道へ避難されている方で、情報紙の送付を希望される方は
　北海道NPOサポートセンターまでご一報下さい。

岩手県 宮城県 福島県 そのほか 合計

空知
岩見沢市 1 3 9 0 13 
他８市町村 0 2 20 0 22 

石狩

札幌市 16 170 479 105 770 
江別市 6 9 12 0 27 
千歳市 0 6 9 0 15 
恵庭市 0 0 20 0 20 
北広島市 0 2 13 0 15 
他２市町村 0 1 6 0 7 

後志
小樽市 0 4 15 9 28 
他４市町村 0 2 8 0 10 

胆振
苫小牧市 4 16 9 0 29 
他５市町村 0 7 17 0 24 

日高 ２市町村 0 0 3 4 7 

渡島
函館市 5 25 60 8 98 
北斗市 0 4 12 0 16 
１市町村 0 0 6 0 6 

檜山 １市町村 0 3 0 0 3 

上川
旭川市 9 26 40 9 84 
他６市町村 0 4 11 7 22 

宗谷 １市町村 1 0 0 1 2 

オホーツク
北見市 0 1 11 0 12 
他３市町村 0 2 7 0 9 

十勝
帯広市 4 3 11 3 21 
他１市町村 0 0 1 0 1 

釧路 ２市町村 2 0 3 0 5 
根室 １市町村 0 2 0 0 2 
総計 50 市町村 48 292 782 146 1,268 

単位：人

お預かりした個人情報は、避難者の生活支援のために利用するほか、出身県へ
の提供など限定した目的にのみ利用し、その他目的には一切利用いたしません。

【無断転載・コピー】
本紙掲載の写真・図版・記事などを許可なく無断で転載することを禁じます。
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